
問題 6 カ学 (100点 )

以下の文章を読んで問い (間 1,間 2)に答えよ。計算の途中経過 も書 くこと。

次ページの図 1の ように,水平方向右向きをχ軸正方向とし,鉛直方向上向

きをz軸正方向とする。関数ケ=鍬2で
表わされる放物線の形状を持った摩擦の

ない床の上を運動する質点を考えよう。質ノ点の運動はχ―z平面内であ り,ま た

χ=0(点 θ)周辺の非常に小さな領域に限られるため,質点の z方向の変位は

χ方向の変位 と比べて充分小 さいと考えてよい。 αは正の定数 とし,重力加速

度の大きさをgと する。1

間 1 設問 (1)～ (4)に答えよ。

(1)質量′77を持つ質点のχ方向の運動は単振動 と考えることができ,時刻′に

おけるこの質点のχ座標χ
(ノ )に関する微分方程式は以下の式に書ける。

グ2χ    ,
7=~ω

“
χ

この単振動の角振動数ωをα,″7,gの うち必要なものを用いて表わせ。

(2)こ の質点をχ=ι に置き,時刻′=oに静かに離す。この場合について,設

問 (1)の微分方程式を解いてχ
(′)を求めよ。解答にはωを用いてよい。

(3)同 じ質点を点θ (χ =o)に置き,時刻 r〓 oに速度のχ成分νOを 与える。

この場合のχ(r)を求めよ。角翠答にはωを用いてよい。

(4)χ =二 に置いた質量″?の質点 1を時刻′=0において静かに離す。また同じ

質量″7を持つもう二つの質点 2に ,時刻 ′=0においてχ=oで速度のχ成

分νOを与える。 この質点 1と 2が最初に衝突する点のχ座標を答えよ。た

だし, 二>oかっソ0>oであり, さらに,0=ωZと いう関係があるとする。

( 次ページに続 く
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